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一　般　演　題

1・SPECT画像によるTCT画像の作成とECT画像
　　の重ね合わせ

木下富士美　　柳沢　正道　　戸川　貴史

油井　信春　　　　　　（千葉がんセ・核診部）

秋山　芳久　　　　　　　　　　　（同・物理）

　「目的」　SPECT画像とTCT画像との同じ断層面で

の重ね合わせ画像作成法を考案し，生理機能画像と形態

画像の重ね合わせ画像を作る．「方法」　ファンビームコ

リメータ装着の3検出器SPECT装置で，試作した線

線源容器をファンビームコリメータの焦点位置に装着し，

Transmissionデータを収集する．次にそのままの状態

でRIを投与して通常のSPECT検査を施行しSPECT
データを収集して画像を作成する．

　「結果・考察」頭頸部領域（特に上咽頭癌）のSPECT

に応用した．同じスライス面での形態画像との対比や重

ね合わせ画像としてはまあまあ満足できる両像であり，

臨床的有用性は高いと考える．

2．PRISM　3000の使用経験
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（埼玉医大医療セ・放）

　3検出器型SPECT装置のPRISM　3000（PICKER

社・島津製作所製）が1994年2月に当センターに設置

された．本装置の特徴と画像，および画像処理の特徴に

ついて述べる．装置は3台の角形ガンマカメラ検出器か

らなる．画像処理は64ビットODYSSEYスーパー・コ

ンピュータで行っている．これらによりデータ収集時間

が短縮され，かつ大きなマトリックスでの収集が可能と

なり，心筋シンチグラムや脳血流シンチグラムで優れた

分解能の画像が得られるようになった．画像処理が速く

なり，SPECT画像再構成時間は0．1～0．15秒／スライ

スと短縮された．3D画像も数十秒で撮像可能である．

患者一人当たりの検査時間の短縮，および検査処理件数

の増大が可能となった．

3．1231－BMIPPのダイナミックSPECTにおける撮像

　　および画像処理法の検討

　　　寺田慎一郎　　金谷信一　　小林　秀樹

　　　松本　延介　　日下部きよ子

　　　　　　　　　　　　　　　（東京女子医大・放）

　1231－BMIPPによるダイナミックSPECTの撮像およ

び処理条件について，基礎的実験および検討を行った．

心筋ファントムを用いて収集したデータを，前処理フィ

ルタのカットオフ周波数を変えて，再構成画像にどのよ

うな変化を与えるかを調べた．垂直長軸像での評価は，

収集時間が少ないと，再構成画像に荒れが目立ち，カッ

トオフ周波数を低くしても，あまり変わらない．前処理

フィルタの影響は，収集時間およびステップ角度の影響

に比べ，比較的強くでていると思われる．欠損描出につ

いて，短軸像およびプロファイルカーブの評価では，前

処理フィルタのカットオフ周波数を低くするほど，再構

成画像のコントラストが低下し，欠損境界が不明確にな

るため，できるだけ高い周波数を用いるのがよいが，実

際のSPECT検査では，吸収および散乱線の影響等によ

って，心筋カウントのS／N比が低下すると考えられる

ので，ファントムの結果とはやや異なるカットオフ周波

数を用いる必要がある．

4．Fibrous　dysplasiaの1例
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　18歳男性のfibrous　dysplasiaを経験したので，

シンチグラムおよび他の画像所見について報告する．

者は6年前に歯科健診で下顎骨腫脹を指摘されたことが

あった．X線所見では下顎骨左に膨隆を伴ったすリガラ

ス様陰影を認め，CTでは下顎骨左・蝶形骨・箭骨にす

りガラス様陰影を認めた．骨シンチグラムでは，CT

ですリガラス様陰影を認めた部位に一致して著明な集積

増加が認められた．病理組織検査では，層状構造の未熟

な骨梁が散在しそれらの中に線維性組織がつまっていた．

（埼玉医大医療セ・放）
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